
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 -

3-2
局・課名

69 69

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 重点

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 堺・地域コミュニティ学校推進事業

： 教育委員会　教務課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

２８校で構築したモデルを発
信し、全校実施に向けた取組
を推進。

全校実施。

平成26年度予算額

3,108 3,024 2,400円×45回×28校＝3,024千円

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

5,140

483

189

1,050

336

0

0

1,200円×2回×28校

100円×10人×10回×28校

150

60

150

68

840

280

166

　H　～　H

事業

概要

・学校運営に地域住民や保護者の声を反映することにより、
学校のマネジメント力を向上させ、地域住民等が学校の教育
活動を多様な方法で支援することで、地域と学校が支え合
い、コミュニティの拠点となりえる地域コミュニティ学校のモデ
ルを構築する。

○地域コミュニティ学校のモデル構築
・学校や地域の実情に応じて、保護者や地域人材の教育力を
効果的に生かすことができる組織づくり（「学校運営委員会」
等）を進める。
・学校協議員と学校関係者評価者の機能を「学校運営委員
会」に一元化し、学校経営方針を共有するとともに、学校を支
援する各組織と協働した取組を推進する。
○コーディネーターの育成
・地域コミュニティ学校の取組を推進するにあたり、大阪府と
連携してコーディネーター研修を実施し、学校と地域をコー
ディネートできる人材を育成する。

○コーディネーターの育成と活動を支援する費用
○学校運営委員会の開催による熟議と参画につなげる費用
の確保
○平成28年度の全校実施を見据え、平成27年度は、平成26
年度よりモデル校となった学校でのさらなる取組を推進し、地
域コミュニティ学校のモデルを全小中学校に示すことができる
よう、モデル校数は据え置きとした。

コーディネーター研修交通費

483

5,385

食糧費

82円×6人×12回×28校

ホール賃貸料

通信運搬費

中文化会館　ホール施設利用料

1,993

債務負担行為

コーディネーター謝礼金

消耗品費 30,000円×28校

研修等謝礼金（市教委主催） 23,000円×3回

研修等謝礼金（学校主催） 23,000円×21校

031038整理番号

堺市セカンドステージ応援団

合計 5,385 5,140

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

モデル校２８校で、研究を実
施。


